










目的 

新生児感染症において起因菌の侵入門戸として,腸管は主要な部位の一つであり,腸内細菌

叢の形成過程を知ることは,感染予防の上で重要なことと考えられる。 

生後まもない新生児の腸内細菌叢形成に及ぼす因子としては,母親の産道の細菌叢と環境

由来の二つが存在する。とくに,膣細菌叢と新生児の腸内細菌との関係については,研究方

法が困難なこともあり,その詳細は不明の点が多い。 

今回,私共は 3 例の母児について,両者の細菌叢を検索し,母児間の細菌叢の移行を検討し

た。同時に,母親に生菌剤を投与し母児の細菌叢への影響についても検討したので報告する。 


